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百瀬川流域（左）と利賀川流域（右）上流を望む（空撮）



もに、越中絵図としては最古の部類に入る逸品とみられている。藩政初頭の成

ヶ谷（北豆谷）、南大豆田 （大豆谷）、藩生（北島の古名）、鷹見場 （大勘場）、

（本文70ページ参照）。



越中国図屏風（部分） 財団法人 富山佐藤美術館蔵

この絵図は加越能文庫の 「越中国古絵図」や宇野慶一氏蔵の 「越中国図」とと

立と推定され、利賀川沿いに栗堂 （栗当）、多嶺倉（草嶺倉）、小柴 （押場）、駒

水並（水無）など、近世の村名とは若干違った村名表記を読み取ることができる



昨国絵図」（加越能文庫）とともに稲府提出絵図の写しとみられるものである。 村の位置

旦、 一里塚（ ：印）、橋、篭の渡りなどが詳細に記されている。



＂ 凡」：・ロ心戸 馴ら喩
食：・ヽ
⑪沙 ；紆，
’tfa ~if·心竺` ;ヽ:¥;ii'''{j んヅ／ m―― 込，＼いいによ II -"-

越中国四郡絵図（部分） 小矢部市石動図書館蔵

正保 4年 (1647)、加賀藩は幕命により領内絵図を作成・提出した。この絵図は 「加越能三

などには必ずしも正確でないとこ ろもあるが、主な街道 （朱線）、村名と草高、村々間の里
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近
世
現
在

新
山
村
薪
闘

栃
原
村
杭
髄

下
原
村
下しも
は原
ら

大
牧
村
大おお
牧まき

重
倉
村
襄
総

長
崎
村

北
原
村
北きた
は原
ら

仙
納
原
村
せ仙
ん
野のは
原
ら

九
里
ケ
当
村
簗
が
当

高
沼
村
た高か
ぬ沼
ま

草
嶺
倉
村
草そう
嶺
れ

押
場
村
紳
羞

北
大
豆
谷
村
北きた豆色ジだ谷

1こ

南
大
豆
谷
村
夫
豆
容
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'ー
し
、

近
世
の
交
通
路

I
 
I
利
賀
村
界

下
百
瀬
川
村
竹
沿
i1,1↑

上
百
瀬
川
村
竺
皆
淑

下
利
賀
村
利
羹

下
嶋
村

岩
渕
村
泣
右
抄渕

北
嶋
村
北きた
じ島
ま

細
嶋
村
ほ細そ
じ島
ま

上
畠
村
上うわ
ばた畠
け

坂
上
村
坂
さ
か
の
上うえ

阿
別
当
村
紐
凸

大
勘
場
村
笑
籍
羞

水
無
村
菜
倫

注
現
行
の
地
名
は
大
正
2
年

の
村
議
会
で
議
決
さ
れ
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
ふ
り
が

な
も
同
年
の
議
決
書
に
よ
っ

た
が
、
一
部
に
現
在
の
呼
称

と
異
な
る
も
の
が
あ
る
。

建
設
省
国
土
地
理
院
発
行
の
5
万
分
の
1
地
形
図
よ
り
作
成



村指定文化財南大豆谷村土地文書 南大豆谷区有

文政元年 (1818)の碁盤割以降の土地関係史料がほぽ完全に保存されて

おり、加質藩政下の土地制度のみならず、明治の地券制度への移行の経緯

をも解明し得る貴重な史料である （本文268ページ参照）。

村指定文化財 五ヶ山両組草高免附百姓数品々帳 利賀民俗館蔵

「利質谷組三十七ヶ村草高免附百姓数品々帳」と 「赤尾谷組三十三ヶ村

草高免附百姓数品々帳」から成り、天保10年 (1839)から明治 4年 (1871)

までの百姓持高の移動が記されている。本書では 「天保十年品々帳jとし

た。



利賀民俗館

約200年前に建築された合掌造り家屋を移築して昭和44年に開館。

平成 7年、後世の増改築部分を建築当初の姿に復元し、現在地に再

移築された。内部には養蚕・塩硝・製紙など、近世から近代にかけて

の産業史料も展示されている。

村指定史跡 栗当の不動明王摩崖像

近世の利賀谷街道の入口、仙納原小橋近くの巨岩に半肉彫りされ、「天保十

五年 (1844)甲辰四月□八日 越中住人 森準慶作」の造像銘がある。難所の
多い利賀川筋往還の守護を不動明王の霊威に託して刻まれたものとみられる。



五
箇
往
来
五
谷
山
文
庫

中
世
以
来
、
庶
民
教
育
の
教
科
書
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

っ
た

い
わ
ゆ
る
往
来
物
の
―
つ
で
、
五
ヶ

山
の
地
誌
に
つ
い
て
要
説
し
て

い
る
。
編
者

・
成
立
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
奥
書
に
「
文
政
二
卯

（
一
八
一
九
）
蘭
月

（七
月
）

中
旬
書
之
」
と
あ

っ
て
本
書
の
書
写
年

代
を
示
し
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
現
在
、
前
に
「
加
越
能
名
物

往
来
」
、
後
に
「
八
尾
往
来
」
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

筆
跡
は
異
な

っ
て
い
る
。

加
越
紀
名
約
杵
束

互

筒

店

束

五

筒

在

来

＿譴
鱈

攣

越
中
五
筒
山
翠
申
者
高
巖
必
睾
，3~
舛
苫
槃

杖
合

呼
甚
箕
諸
氏
尋
其
盤
紬
塁
靡
言

炸
昔
戦
図
貨
家
．
き
な
盆
勅
令
烏
杓
弦
畝
楚

束
迭
妃
錐
抽
忠
祁
柱
杞
呑
畝
郎
従
巻
軍
中
討

死
故
臣
―
一
度
悲
仕
食
岩
広
記
山
中
勤
農
氏
耕

作
偏
入
覧
者
れ
手
葬
丞
租
得
依
之
喫
客
全



之
歯
塁
合
繁
正
字
嘗
孜
紙
孟
？
心

｀

詩
歌
苓
弦
逍
励
丈
武
雨
道
唯
維
似
望
絃

株
月
為
委
．
直
應
翠
心
笠
ダ
壁
揚
家

棟
凩
名
加
鳥
帰
諸
禽
賣
貿
曲
合
i
五
筒

郷
中
名
約
戎
責
要
．
姦
応
’荊
載
記
之
糸
紳

競
漆
紙
菱
焔
雄
者
庄
内
一
絨
杜
芝
ゑ
芝

凡
外
大
扇
嗚
汲
原
御
る
苓
告
計
曽
代
似
曲

阜
菅
色
益
嶋
手
愁
月
翠
梨
浴
打
絹
焦

私
f
利
令
＇
＄
枯
杜
材
木
旗
山
枚
ふ
ぷ
虐

J
a
l
士
を
ば
炭
羞
連
弱
ダ
原
―
曲
什
叶

斐
各
心
昇
創
羹
贔
紺
杓
脊

―

立
梨
f
梨
南
年
｀
冬
丁
約
脊
虚
ゑ
菜
虐
小

一

谷
ぷ
草
点
倉
牛
府
奴
哀
乎
屠
柏
倉
辻
叶

媛
茅
籟
国
芹

1原
剖
す九
里
ヶ
奮
辛
村
窯

ヤ
長
崎
絨
仙
憩
岱
ゲ
含
舟

茶
条
面
赤

ん
ふ
水
羹
森
灼
第
籍
旧
東
i
ん

稚
丼
門
＂
哀
耳
足
倉
を
も
獨
菜
杜
争
ふ

角
川
篠
ふ
闊
茶
れ
賀
り
雑
碓
浜
含

者

喜
山
・
…
名
恩
そ
度
ば
食
令
斐
遅
ニ

，
J
-
ぷ
尻
有
文
喜
泉
洗
菰
貪
均
共
束

由
尋
背
荼
箭

1
頴
飴
足
机
栓
緩
成
ご
紀

烏
見
平
含
絵
よ
緒
人
是
浴
朴
活
葛
翁
其
校
湿

渇
’
；
迎
逹
楳
£
必
度
瑠
縞
堂
逹
立
夕
未
納
槃

約
閉
簾
像
9
吟
烹
可
噂
堂
作
朽
免
雌
含

を
蜜
験
急
雙
｀
為
店
東
几
＿
屯
専
径
ん

丸
喝
明
應
．
食
念
併
竪
固
行
者
専
字
哀
踪

是
冬
塁
尼
肴
な
茅
南
盆
図
畠
す
表
靡

更
‘
4
翻
念
竺
造
棗
善
凡
奏
名
｛
名
を
面



す
貨
坂
尼
皇
言
素
皇
ヶ
菱
を
高
1t

哀
冷
甚
）
放
軍
起
感
―
之
山
岱
魯
累
人
里

隔
迄
杢
覧
・
｛
青
停
仔
聾
甲
山
勺
詈
本
丈
緊

糾
脱
望
人
笠
置
匁
屈
れ
墓
出
五
渇
‘
↑
危
L

I屈
也J
 

坤
猟
残
勢
人
砂
有
山
嘗
山
斎
平
春
迄
穿
活
―
ー
月
，

髪
青
彼
臀
菜
た
全
嗅
麿
月
孤
百

笥
キ
足
名
韮
唸
函
伴
依
．
A
年
含
5
人
鵞
索
北

紐
崎
山
亭
有
牛
滋
権
現
社
風
景
言
語
属
挽

此
外
錐
多
多
羞
篤
巽
粒
喜
各
科
五
ナ
公
葬
氏
・
A

武
未
墓
而
専
守
仁
炊
柱
菩
信
乍
否
奇
略
叉

，
ゃ
勢
亙
舟
ゑ
齢
之
輩
食
賓
遊
氏
魯
人

斉
鶯
＇
見
臀
長
泊
字
逆
典
孔
キ
國
絨
不
趾
属

應
森
祝
受
緒
人
線
割
令
身
宝
却
其
度
イ
兼

先
租
‘
；
失
条
言
争
末
岱
登
辱
岱
ふ
‘
ッ
～
杓

丈
政
一
尋
箇
凡
、中
句
ナ
？
～

令
A
i

l

霧
麟
彎

杵
応
t
柑
久
年
ぶ
色
肛
菅
琢
ふ
多
寛
唸
象

f

＇
を
面
ぷ
浮
斗
於
わ
；
晶
貸
緊
ぶ
t
l

を＇カ

ゎ
＼
杓
令
’
叩
伶
ー
社
ら
缶
位
凧
瓜
菟
括
を
拘

先
給
ぺ
t
兒
m
唇
＄
靡
笈
翌
雙
ク
え
を
i―尽

？
i
わ
紐
償
和
ぷ
‘
挽
朽
往
絡
＄
姦
急
ゑ

も
品
ク
か
伍
名
l

tfI杖
屹
‘
全
を
涅
ば
欠
符
父

厄
‘Hふ
筐
A
5し努
荏
昂
娑
ふ
仔
汰
統
＇

` 、 • .

又
そ
篇
什
農
素
隼
逢
素
朴
明
併
陀
加
護

迎
麿
蝕
主
素
掛
ふ
絲
繁
昌
腸
中
興
名
旅

為
冬
平
＇
魚
綬
依
呼
灯



な
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

利

賀

村

長

宮
崎
直

て
い
く
こ
と
こ
そ
、
現
代
に
生
き
る
我
々
の
使
命
か
と
存
じ
ま
す
。

" しニヽ

四
季
折
々
の
顔
を
見
せ
る
ふ
る
さ
と
の
山
々
。
こ
の
大
自
然
の
ふ
と
こ
ろ
に
抱
か
れ
て
、
我
々
の
祖
先

は
脈
々
と
現
在
に
至
る
系
譜
を
作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
、
後
世
に
記
録
を
残
し

こ
の
度
発
刊
す
る
『
利
賀
村
史

2

近
世
』
は
、
遠
く
縄
文
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
利
賀
村
の
歴
史
の

う
ち
、
加
賀
藩
前
田
家
の
治
政
下
に
置
か
れ
た
お
よ
そ
三

0
0年
の
歴
史
を
振
り
返
る
も
の
で
す
。

思
え
ば
、
村
史
の
発
刊
は
多
年
に
わ
た
る
村
民
の
宿
願
で
あ
り
ま
し
た
。

証
し
、
真
実
と
真
実
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
い
く
作
業
は
、
も
と
よ
り
一
朝
一
夕
に
成
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
発
刊
に
至
る
ま
で
に
は
、
米
沢
康
氏
を
は
じ
め
と
す
る
村
史
編
纂
委
員
各
位
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽

力
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
膨
大
な
資
料
を
検

ま
た
、
村
内
外
の
多
く
の
方
々
か
ら
も
一
方
な
ら
ぬ
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
書
が
、
厳
し
い
自
然
環
境
の
中
で
時
代
の
道
を
切
り
開
い
て
き
た
先
人
の
苦
労
を
偲
ぶ
手
が
か
り
と

平
成
十
一
年
一
＿
一
月 発

刊

の
l

)

 

と

ば





中
島
文
庫

加
越
能
文
庫

十
村
杉
野
家
文
書

杉
野
文
書
の
う
ち
一
部
流
出
分

砺
波
郡
内
役
宅
文
書

富
山
県
立
図
書
館
蔵

旧
加
賀
藩
蔵
文
書
お
よ
び
前
田
家
編
輯
方
採
取
史
料
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
蔵

杉
野
文
書

旧
大
滝
村
在
住
五
ヶ
山
オ
許
十
村
文
書

菊
池
文
書

旧
野
尻
村
在
住
無
組
御
扶
持
人
十
村
文
書

川
合
文
書

旧
戸
出
村
在
住
無
組
御
扶
持
人
十
村
文
書

一
、
利
費
村
史
は
三
分
冊
か
ら
成
り
、
近
世
編
に
相
当
す
る
『
利
賀
村
史

2

近
世
』
を
先
に
刊
行
し
た
。

一
、
引
き
続
き
『
利
賀
村
史

1

自
然
、
古
代
、
中
世
』
『
利
賀
村
史

3

近

・
現
代
、
民
俗
』
を
順
次
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

一
、
本
文
中
、
故
人
の
敬
称
は
略
し
た。

へ

と

も

は

一
、
引
用
史
料
の
字
体
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
ま
た
、
変
体
仮
名
は
、
而

・
江

・
与

・
茂

・
者
を
残
し
た
。
合
字
は

よ
り6
以
外
は
も
と
の
仮
名
に
し
た
。

一
、
史
料
中
の
押
印
の
う
ち
、
角
印
は
回
、
丸
印
は
＠
で
表
し
た
。

一
、
史
料
名
は
、
原
則
と
し
て
一
紙
文
書
を
「
」
、
冊
子
文
書
を
『

一
、
出
典
お
よ
び
所
蔵
は
で
き
る
限
り
明
記
し
た
が
、
頻
出
史
料
は
文
書
名
の
み
記
し
、
所
蔵
者
名
な
ど
を
省
略
し
た
。
所
蔵
者
名

と
文
書
の
種
類
に
つ
い
て
は
次
の
一
究
を
参
照
さ
れ
た
い
。

文
書
名
の
表
記
と
文
書
の
種
類
、
所
蔵
先
一
覧

例

言

』
で
表
し
た
。

富
山
大
学
付
属
図
書
館
蔵

富
山
大
学
付
属
図
担
館
蔵

福
岡
町
図
書
館
蔵

富
山
市
郷
土
博
物
館
蔵



高
田
重
彦
家
文
書

五
谷
山
文
庫

旧
井
波
町
才
許
十
村
手
代
文
書
な
ど

塩
硝
煮
屋
惣
代

・
小
瀬
村
肝
煎
文
書

塩
硝
上
煮
屋

・
細
嶋
村
肝
煎
文
害

鉢
蛾
家
文
書

永
森
家
文
書

真
田
家
文
書

羽
馬
家
文
書

生
田
家
文
書

斉
藤
譲
一
氏
蔵
文
書

塩
硝
煮
屋
惣
代

・
下
出
村
肝
煎
文
書

平
村
下
出
、
鉢
蛾
孝
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